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日   10月10日㈫、午後4時～11時＝金森湯（☎796・5926）、午後2時～11時＝大蔵湯（☎723・5664）　 問 産業観光課☎724・3296場場

催し・講座催し・講座
国際版画美術館
スクリーンプリント一日教室
対高校生以上の初心者
日１１月１０日㈮、１１日㈯、いずれも午
前１０時３０分～午後４時（各回とも同
一内容）
場同館
内シルクスクリーンとも呼ばれる版
画の技法で布バッグやカードを製作
（道具、材料は同館で用意）
定各１０人（市内在住の方、過去５年以
内に同館主催の講座を受講されてい
ない方を優先のうえ抽選）
※結果は１０月１９日ごろ全員に郵送
します。
費３０００円
申１０月３日正午～１５日にイベント
ダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７１００３Ｈ）へ（同館ホームページで
申し込みも可）。
問同館☎７２６・２８８９
多摩・三浦丘陵の緑と水景をたのし
む・まなぶ・まもる！
体験＆イベント月間

【多摩・三浦丘陵　里地里山文化プロ
グラム】
　多摩・三浦丘陵は、緑と水景が連な
る豊かな里地・里山の環境が残って
おり、この環境を守るためにさまざ
まな活動が行われています。
　本プログラムは、その活動を多く
の人に知ってもらい、参加するきっ
かけをつくるため、関連する１３自治
体が連携して開催します。
　期間中、多摩・三浦丘陵で開催され
ている体験やイベントの詳細は、チ

ラシ（公園緑地課〔市庁舎８階〕で配
布）または多摩・三浦丘陵トレイルホ
ームページをご覧下さい。
開催期間１０月１４日㈯～２９日㈰
※申し込みは、各体験・イベントの問
い合わせ先にお問い合わせ下さい。
問公園緑地課☎７２４・４３９７

第２回 ふ れ あ い 落 語
対６歳以上の方
日１２月９日㈯午後２時３０分～３時３０
分
場木曽森野コミュニティセンター
出演三遊亭粋歌、春風亭朝之助
定１８０人（申し込み順）
費５００円（全席自由）
申１０月３日正午～１２月６日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７１００３Ｆ）へ。
問町田市民ホール☎７２８・４３００、町
田市市民協働推進課☎７２３・２８９２

第２回ふれあいコンサート
　町田市ゆかりのピアニストによる
連弾デュオ・コンサートです。
対６歳以上の方
日１２月１０日㈰午後２時３０分から
場南市民センター
出演室井悠李、楠絵里奈
定３００人（申し込み順）
費５００円（全席自由）
申１０月５日正午からイベントダイヤ
ル（☎７２４・５６５６コード１７１００５Ｇ）
へ。
問町田市民ホール☎７２８・４３００、町
田市南市民センター☎７９５・３１６５
再就職を目指す
女性のための職業訓練

【５日間コース～Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ基礎科】
　東京都と共催です。

※原則受講決定後の辞退はできませ
ん。
対結婚・出産・育児等で退職し、再就
職を目指す女性で、次のすべての要
件を満たす方　①ハローワークで求
職登録をしている②全回参加できる
③訓練修了後、ハローワークに職業
相談をすることができる
※６か月以上の未就学児（１０人）は、
訓練中、同施設内でお預かりします。
日１０月３０日㈪～１１月３日㈷、いず
れも午前１０時～午後３時、全５回
場町田市文化交流センター
定１０人（要件を確認のうえ、抽選）
申申込書（産業観光課〔市庁舎９階〕
に有り、ＴＯＫＹＯはたらくネットホ
ームページでダウンロードも可）に
記入し、１０月２日～１３日（必着）に直
接または郵送で東京都産業労働局雇
用就業部能力開発課就業促進担当
「Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ基礎科」（〒１６３－
８００１、新宿区西新宿２－８－１、第一
本庁舎３１階北）へ。
※持参の方は、３１階北入口の電話で
就業促進担当を呼び出して下さい。
問同局雇用就業部能力開発課就業促
進担当☎０３・５３２０・４８０７、町田市
産業観光課☎７２４・２１２９
秋を満喫！親子で巡る
鶴見川流域バスツアー

【秋の鶴見川流域の自然や施設のス
ケールを体感！】
　市民・市民団体・企業・行政の連携
による鶴見川流域水マスタープラン
の取り組みを体験します。
※鶴見川流域水協議会（国土交通省
関東地方整備局・東京都・神奈川県・
横浜・川崎・町田・稲城市）の主催です。
対小学３年生以上の親子
日１１月１８日㈯午前９時～午後４時
２０分、集合は午前８時４５分にＪＲ横浜
線淵野辺駅南口、解散はＪＲ横浜線新
横浜駅（荒天中止）
見学地鶴見川源流保水の森～恩廻公
園調節池～川和遊水地～鶴見川多目
的遊水地
内鶴見川源流保水の森の散策、遊水
地などの治水施設の見学、リース作り
定４０人（鶴見川流域在住、在勤の方
を優先のうえ、抽選）
持ち物昼食、飲み物、軍手、雨具等
※歩きやすい靴と服装でおいで下さ
い。
申住所・氏名（ふりがな）・電話番号・
ＦＡＸ番号・参加者全員の氏名（ふり
がな）と年齢を明記し、１０月３１日午
後５時までにＦＡＸまたはＥメールで、
鶴見川流域水協議会申込窓口アジア
航測㈱（返０４４・９６５・００３２遍ｍｉｚｕ
ｍａｓｕ．ｔｓｕｒｕｍｉ＠ａｊｉｋｏ．ｃｏ．ｊｐ）へ。
問同協議会申込窓口アジア航測㈱☎
０４４・９６７・６３２０（受付時間＝月～
金曜日の午前１０時～午後５時〔祝休
日を除く〕）、町田市下水道総務課☎
７２４・４２９０
さがまちカレッジ
講 座 受 講 者 募 集

【①木版画を楽しむ～はがきサイズ
のアート制作】
対小学５年生以上の方
日１１月１２日、１９日、２６日、いずれも
日曜日午前９時３０分～１１時３０分、
全３回
講町田・デザイン専門学校インテリ

アデザイン科講師　藤本珠恵氏
定１２人（抽選）
費４０００円（材料費含む）
【②ハンドベルでクリスマスソング
を奏でよう】
　元玉川大学助教・千葉佑氏による
講座です。
対１８歳以上の方
日１１月１７日㈮、２１日㈫、いずれも午
後２時～４時、全２回
定１５人（抽選）
費３０００円
【③こども体験講座～動物の頭の骨
を観察してみよう！サルとタヌキの
骨くらべ】
　町田市子どもセンターただＯＮと
共催です。
対小学３～６年生
日１１月５日㈰午前１０時３０分～正午
講麻布大学いのちの博物館上席学芸
員・高槻成紀氏
定２０人（市内在住・在学の方を優先
のうえ、抽選）

◇
場①②町田市生涯学習センター③町
田市子どもセンターただＯＮ
申講座案内チラシ裏面の受講申込書
（生涯学習センター、各市民センタ
ー、各市立図書館等で配布、さがまち
コンソーシアムホームページでダウ
ンロードも可）に記入し、いずれも
１０月１６日まで（必着）に、郵送また
はＦＡＸでさがまちコンソーシアム
事務局へ（さがまちコンソーシアム
ホームページで申し込みも可）。
※申込締切日までに定員に達しない
場合は、引き続き募集します。
問同事務局☎７４７・９０３８、町田市生
涯学習センター☎７２８・００７１
医療の専門家と一緒に、介護食を作
ってみませんか
からだのしくみを学んで
おいしい介護食を作ろう！
対全回出席できる方
日１１月４日、１２月２日、１６日、２０１８
年１月２０日、２月３日、いずれも土曜
日午後２時～４時、全５回
場生涯学習センター
内冷凍食品・缶詰アレンジでお手軽
介護食作り、栄養と適量を考えたな
るほどバランス料理、ちょっとひと
工夫のお正月料理、小分け・作り置き
のできるアイデア料理、介護食持ち
寄り試食会とディスカッション
講相模女子大学栄養科学部准教授・
望月弘彦氏、鶴川サナトリウム病院
管理栄養士・松永裕美子氏、海老名総
合病院口腔外科部長・石井良昌歯科
医師、松林ケアセンター管理栄養士
・清水宏美氏
定介護家族１４人、医療・介護職６人
（いずれも申し込み順）
費２０００円（材料費）
申１０月１日午前９時～２２日午後５時
に、電話で生涯学習センター（☎７２８
・００７１）へ。

デ ゴ イ チ ま つ り
日１０月１５日㈰午前１０時～午後３時
場すみれ会館隣接地
※駐車場はありません。
内Ｄ５１型蒸気機関車（実物）の内部
見学と案内、鉄道資料の展示等
問児童青少年課☎７２４・４０９７

２０１６年度決算

国民健康保険財政の状況をお知らせします
問保険年金課☎７２４・４０２７

【２０１６年度の赤字補てん額は２７億円】
　国民健康保険事業会計（国保会計）は、保険給付費などの歳出を、保険税と
国・都の補助金等の歳入で賄い運営する独立採算が原則です。しかし、保険税
収入と国・都からの補助金では保険給付費を賄えず、毎年度生じる歳入不足
分を、一般会計からの繰入金に依存する状況が続いています。
　保険税率を改定したことにより、被保険者１人あたりの保険税収は増加
しましたが、１人あたりの保険給付費（被保険者の医療にかかる給付）も増
加しており、依然として厳しい財政状況が続いています。
　２０１６年度は、１人あたりの税収入額が８万５９６０円に対して、保険給付費
が２７万４２７４円となっています。保険給付費が増加する理由として、被保険
者の高齢化や生活習慣病の増加、医療技術の高度化などがあります。また、
医療機関へのかかり方（同一疾患で同時期に複数受診するなど）によるもの
もあります。
　２０１８年度からは、東京都が財政運営の主体となって市区町村の国保運営
に主導的な役割を
果たしていく、都
道府県化が決定し
ています。詳細は、
町田市ホームペー
ジをご覧下さい。
　市では、これま
でどおり、保険税
徴収努力や医療費
適正化による財政
健全化、特定健診
の活用による被保
険者の健康増進な
どに取り組みます。

繰越金　11億円

保険給付費
289億円

国・都の補助金
等の収入
383億円

保険税収入
91億円

赤字補てん額　27億円

拠出金等の支出
208億円

2016年度国民健康保険事業会計の決算状況

●国保会計は、保険
税と国・都の補助金
等の収入で運営する
ことが原則ですが、
2016年度は歳入不
足による赤字を補て
んするため、一般会
計から27億円を繰
り入れました。

歳入　512億円 歳出　497億円


